
(1) 2025 年(令和 7 年)10 月 1 日           人 権 を ま も る 会 だ よ り 

①
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う 

②
こ
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う 

③
高
齢
者
の
人
権
を
守
ろ
う 

④
障
害
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く

そ
う 

⑤
部
落
差
別(

同
和
問
題)

を
解
消
し
よ
う 

⑥
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を

な
く
そ
う 

⑦
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う 

⑧
感
染
症
に
関
連
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く

そ
う 

⑨
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
や
そ
の
家
族

に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う 

⑩
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
や
そ
の
家
族
に

対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う 

⑪
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮

し
よ
う 

⑫
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
を
な
く

そ
う 

⑬
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対

す
る
認
識
を
深
め
よ
う 

⑭
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な

く
そ
う 

⑮
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
偏
見
や
差

別
を
な
く
そ
う 

⑯
人
身
取
引
を
な
く
そ
う 

⑰
震
災
等
の
災
害
に
起
因
す
る
偏
見
や
差
別

を
な
く
そ
う 

⑱
ゲ
ノ
ム
情
報
（
遺
伝
情
報
）
に
関
す
る
偏
見

や
差
別
を
な
く
そ
う 

 

  
 
 
 
 

                           

        

 
 

 

   
 

《発行日・発行者》 

２０２５年 (令和７年 )１０月１日 

河 南 町 人 権 を ま も る 会 

《所   在   地》 

河南町大字白木１３５９番地の６ 

（住民生活課内） 

T E L  ０７２１－９３－２５００ 

人
権
と
は
・
・ 

「
人
権
」
と
は
「
す
べ
て
の
人
々
が
生
命
と

自
由
を
確
保
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
福
を
追
求

す
る
権
利
」
あ
る
い
は
「
人
間
が
人
間
ら
し

く
生
き
る
権
利
で
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
つ

権
利
」
で
あ
り
、
だ
れ
に
と
っ
て
も
身
近
で

大
切
な
も
の
、
日
常
の
思
い
や
り
の
心
に
よ

っ
て
守
ら
れ
る
も
の
で
す
。 

「
人
権
」
は
、
だ
れ
で
も
心
で
理
解
し
、
感

じ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、

誤
っ
た
認
識
や
偏
見
に
よ
り
、
差
別
な
ど
の

痛
ま
し
い
人
権
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
ど

う
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
な
く
せ
る

の
で
し
ょ
う
か
。 

（
啓
発
活
動
重
点
目
標 

 
 

～
人
権
啓
発
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
～
） 

「
誰
か
」
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
。 

人
と
人
と
の
繋
が
り
で
成
り
立
つ
社
会
に 

お
い
て
、
様
々
な
人
権
に
つ
い
て
の
課
題
が

存
在
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

の
誹
謗
中
傷
や
、
差
別
を
助
長
す
る
よ
う
な 

 

法務省ホームページより 

情
報
の
発
信
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
ト
ラ
ブ
ル
も
身

近
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
感

染
症
に
関
す
る
知
識
や
理
解
の
不
足
か
ら
人

権
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

 

人
権
の
課
題
と
は
、
自
分
以
外
の
「
誰
か
の

こ
と
」「
自
分
に
は
関
係
の
な
い
こ
と
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
人
権
問
題
を
自
分
や
自
分
の
身
近

な
人
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
互
い
に
人
権
を
尊

重
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
認
識
し
、
他
人
の

人
権
に
も
配
慮
し
た
行
動
を
と
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。 

啓
発
活
動
強
調
事
項 

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、
毎
年
そ
の

年
度
の
「
啓
発
活
動
重
点
目
標
」
を
定
め
る
と
と

も
に
、
具
体
的
な
課
題
と
し
て
、「
啓
発
活
動
強

調
事
項
」
を
掲
げ
、
人
権
啓
発
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。 
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５
月
31
日(

土)

午
後
２
時
か
ら
町
役
場
４

階
大
会
議
室
に
お
い
て
、
令
和
7
年
度
人
権

を
ま
も
る
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
令
和
6
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決

算
報
告
、
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
役
員

選
出
、
令
和
7
年
度
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算

案
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

日
本
国
憲
法
が
基
調
と
す
る
基
本
的
人
権

と
河
南
町
人
権
を
ま
も
る
ま
ち
づ
く
り
条
例

の
趣
旨
を
尊
重
し
、
広
く
住
民
に
人
権
意
識

の
普
及
と
高
揚
を
図
る
た
め
の｢

啓
発
」
に
努

め
る
と
共
に
、
人
権
侵
害
を
受
け
た
人
へ
の

救
済
機
能
で
あ
る
「
相
談
」
や
関
係
機
関
等

と
の
協
力
・
連
携
の
も
と｢

自
立
支
援
」
を
図

る
こ
と
な
ど
、
人
権
が
ま
も
ら
れ
た
差
別
の

な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
。 

①
同
和
問
題
の
ほ
か
、
女
性
・
こ
ど
も
・
高

齢
者
・
障
が
い
者
・
外
国
人
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
等
感

染
者
・
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
な
ど
の
人
権
問
題
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
人
権
侵
害
や
宅
地
建
物
を
め
ぐ
る
人

権
問
題
、
感
染
症
に
よ
る
人
権
侵
害
、
セ
ク

ハ
ラ
や
パ
ワ
ハ
ラ
を
は
じ
め
と
す
る
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
（
嫌
が
ら
せ
）、
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本

人
拉
致
問
題
な
ど
、
多
様
化
す
る
人
権
問
題

に
つ
い
て
、
広
く
住
民
の
人
権
尊
重
思
想
の

普
及
高
揚
を
図
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

の
解
決
の
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

に
努
め
る
。 

ま
た
、｢

河
南
町
人
権
擁
護
都
市
宣
言｣

並

び
に
「
河
南
町
人
権
を
ま
も
る
ま
ち
づ
く
り

条
例
」
の
趣
旨
を
尊
重
し
、
何
よ
り
も
お
互

い
の
人
権
を
ま
も
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え

る
活
動
を
展
開
す
る
。 

②
「
啓
発
」
に
よ
る
人
権
意
識
の
高
揚
だ
け

に
限
る
こ
と
な
く
、「
人
権
相
談
」
の
充
実
に

よ
り
実
態
を
把
握
し
、
自
己
実
現
が
で
き
る

よ
う
に
「
自
立
支
援
」
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
「
啓
発
」「
人
権
相
談
」
「
自
立
支

援
」
の
三
つ
の
機
能
を
結
び
付
け
て
、
人
権

課
題
の
解
決
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社

会
や
日
常
生
活
の
場
に
お
い
て
、
住
民
一
人 

ひ
と
り
が
お
互
い
の
違
い
を
認
め
、
尊
重
し

合
え
る
人
権
が
ま
も
ら
れ
た
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
る
。 

③
研
修
な
ど
を
通
じ
て
会
員
の
資
質
向
上
を

は
か
る
と
と
も
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
人
権

活
動
を
展
開
し
、
住
民
の
自
発
的
な
学
習
の

機
会
を
支
援
し
、
地
域
に
お
い
て
人
権
活
動

を
担
う
人
材
育
成
に
努
め
る
。 

④
全
て
の
男
女
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

性
別
に
よ
る
差
別
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
そ

の
個
性
と
能
力
を
十
分
発
揮
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
に
平
等
に
共
同
参
画
で
き
る
社
会
の

実
現
の
た
め
、
そ
の
意
識
啓
発
と
普
及
に
努

め
る
。 

⑤
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍

事
侵
攻
が
続
く
中
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と

す
る
国
際
平
和
の
希
求
、
民
主
主
義
、
基
本

的
人
権
の
尊
重
を
基
本
と
す
る
日
本
国
憲
法

及
び
「
河
南
町
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
の
趣

旨
を
尊
重
し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊

さ
を
訴
え
、
次
世
代
に
伝
え
る
活
動
を
展
開

す
る
。 

⑥
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
の
趣
旨
を
尊
重

し
、
障
が
い
が
あ
っ
て
も
無
く
て
も
お
互
い

を
尊
重
し
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
展
開
す
る
。 

⑦
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
」
の
趣
旨
を

尊
重
し
、
外
国
人
住
民
に
対
す
る
偏
見
や
差

別
を
な
く
し
て
い
く
た
め
に
、
お
互
い
の
文 

化
等
の
多
様
性
を
認
め
、
地
域
で
共
生
で
き 

る
社
会
を
築
い
て
い
く
。 

⑧｢

部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
の
趣
旨
を
尊
重
し
、
地
域
社
会
や
日
常

生
活
の
場
に
お
い
て
、
部
落
差
別
の
解
消
に

向
け
た
取
り
組
み
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。 

⑨
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
な
ど
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

等
に
関
す
る
新
た
な
人
権
問
題
解
決
の
た

め
、
行
政
及
び
関
係
機
関
等
と
の
連
携
・
協

力
関
係
が
構
築
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
。 

⑩
自
殺
対
策
に
つ
い
て
、
経
済
・
生
活
及
び

健
康
問
題
等
に
よ
り
自
殺
リ
ス
ク
の
高
ま
り

に
発
展
し
て
き
て
い
る
た
め
、
関
係
機
関
等

と
の
連
携
・
協
力
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
。 

⑪
震
災
等
の
災
害
に
起
因
す
る
偏
見
や
差
別

を
な
く
す
た
め
一
人
一
人
が
思
い
や
り
の
心

を
持
っ
た
行
動
が
と
れ
る
よ
う
呼
び
か
け
て

い
く
。 

①
人
権
啓
発
講
演
会
・
映
画
会
の
実
施 

②
人
権
を
ま
も
る
会
だ
よ
り
の
発
行 

③
啓
発
冊
子
の
作
成
、
啓
発
物
品
の
配
布 

④
町
民
を
対
象
に
人
権
啓
発
作
品(

作
文
・ 
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※ 

役
員
名
簿 

【
任
期
】
令
和
９
年
度
ま
で 

 
詩
・
標
語
・
ポ
ス
タ
ー)

等
の
募
集 

⑤
人
権
・
平
和
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
図
書
の
配
架 

⑥
人
権
・
平
和
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映 

⑦
憲
法
週
間
・
人
権
週
間
で
の
街
頭
啓
発
活

動
等
の
実
施 

⑧
各
種
行
事
に
お
い
て
パ
ネ
ル
展
や
啓
発
物

品
の
配
布
等
の
啓
発
活
動
の
実
施 

⑨
平
和
に
関
す
る
啓
発
活
動
・
平
和
を
考
え

る
町
民
の
集
い
の
実
施 

⑩
人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い
へ
の
協
賛 

⑪
広
報
紙
に
よ
る
啓
発 

⑫
町
内
各
種
団
体
及
び
関
係
機
関
と
の
協

力
・
連
携
に
よ
る
人
権
活
動
の
実
施 

⑬
人
権
擁
護
及
び
自
立
支
援
に
関
す
る
相
談

の
実
施 

⑭
人
権
に
関
す
る
研
修
会
・
講
座
等
に
参
加 

⑮
役
員
会
等
で
の
研
修
の
実
施 

⑯
人
権
相
談
及
び
女
性
相
談
に
関
す
る
相
談 

 

員
の
育
成 

⑰
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
、
役
員
会
に
よ
り 

 

新
た
な
事
業
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る 

 

令
和
６
年
度 

主
な
事
業
内
容 

 

８
月
６
日
～
１６
日
、
町
役
場
１
階
男
女
共
同

参
画
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
「
原
爆
と
人
間
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
写
真
で
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ

ガ
サ
キ
」
の
パ
ネ
ル
展
示
を
行
う
と
と
も
に
、 

８
月
９
日
に
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

「
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
島
」、 

「
夏
服
の
少
女
た
ち
」 

を
上
映
し
ま
し
た
。 

会
だ
よ
り
の
発
行 

③
啓
発
冊
子
の
作
成
、
啓

発
物
品
の
配
布 

④
町
民
を
対
象
に
人
権
啓

発
作
品(

作
文
・ 

８
月
２５
日
、
ぷ
く
ぷ
く
ド
ー
ム
に
て
、「
平
和

を
考
え
る
町
民
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
映
画
「
太
陽
の
子
」
を
上
映
し

ま
し
た
。 

12
月
８
日
、
ぷ
く
ぷ
く
ド
ー
ム
に
て
、「
人

権
を
考
え
る
町
民
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
日
は
拉
致
被
害
者
の
蓮
池 

薫
氏

を
お
招
き
し
、
『
夢
と
絆
～
北
朝
鮮
で
の
２４

年
間
、
そ
し
て
今
～
』
を
テ
ー
マ
に
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

毎
年
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
一
週

間
は
「
人
権
週
間
」
で
あ
り
、
町
で
は
、
人
権

啓
発
ポ
ス
タ
ー
及
び
横
断
幕
・
懸
垂
幕
を
掲

示
す
る
と
と
も
に
、
12
月
１０
日
に
、
道
の
駅

「
か
な
ん
」
で
人
権
を
ま
も
る
会
役
員
と
人

権
擁
護
委
員
が
、
啓
発
物
品
を
配
布
し
、
人

権
尊
重
の
大
切
さ
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

 

憲
法
週
間
（
５
月
１
日
～
７
日
）
の
啓
発

事
業
の
一
環
と
し
て
、
憲
法
週
間
の
ポ
ス
タ

ー
及
び
横
断
幕
・
懸
垂
幕
を
掲
示
す
る
と
と

も
に
、
５
月
２
日
に
は
、
人
権
を
ま
も
る
会

役
員
と
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
街
頭
啓
発
を

道
の
駅
「
か
な
ん
」
で
実
施
し
ま
し
た
。

 



 

我
々
は
、
平
和
、
民
主
主
義
、
基
本
的
人

権
の
尊
重
を
基
本
と
す
る
世
界
に
誇
り
得

る
日
本
国
憲
法
を
有
し
、
基
本
的
人
権
の

享
有
は
、
永
久
の
権
利
と
し
て
、
何
人
に
も

保
障
さ
れ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
現
実
の
社
会
は
、
部
落
差
別
を

は
じ
め
、
障
害
者
差
別
、
女
性
差
別
、
外
国

人
差
別
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
な

お
、
法
の
下
の
平
等
の
原
則
が
そ
こ
な
わ

れ
、
人
権
侵
害
の
事
象
が
根
絶
さ
れ
て
い

な
い
。 

今
こ
そ
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
、
自
ら
の

人
権
意
識
を
高
め
、
す
べ
て
の
人
々
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
築
い
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

河
南
町
は
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
と
あ

ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
た
め
、
全
住
民
が

一
層
の
努
力
を
行
う
こ
と
を
誓
い
、
こ
こ

に
本
町
を
「
人
権
擁
護
都
市
」
と
す
る
こ
と

を
宣
言
す
る
。 

 

平
成
６
年
３
月
１７
日 

採
択 

  
 

                      人 権 を ま も る 会 だ よ り            2025 年(令和 7 年)10 月 1 日（4） 

           

      

    

        

   

        

、 

 
 

  

               

    

        
 

            

   

  

  
 

 
 

   

 全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル 

 

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分 

差
別
や
虐
待
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
、
様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
か
け
に
な

っ
た
場
所
の
最
寄
り
の
法
務
局
・
地
方
法

務
局
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

   

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分 

 

友
達
か
ら
「
い
じ
め
」
を
受
け
て
学
校
に

行
き
た
く
な
い
、
親
か
ら
虐
待
さ
れ
て
い

る
。
で
も
先
生
や
親
に
は
言
え
な
い…

、
誰

に
相
談
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い…

。
一

人
で
悩
ま
ず
に
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

 

 

 

 

令
和
７
年
度 

人
権
啓
発 

作
文
・
詩
・
ポ
ス
タ
ー
募
集 

 

人
権
意
識
を
高
め
、
人
権
問
題
に
つ
い
て

正
し
い
理
解
を
深
め
る
た
め
人
権
啓
発
を
テ

ー
マ
に
し
た
「
作
文
・
詩
・
標
語
・
ポ
ス
タ

ー
」
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。 

応
募
作
品
は
人
権
啓
発
の
た
め
に
活
用
し

「
河
南
町
小
・
中
学
生
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・

作
文
・
標
語
作
品
」
等
で
の
発
表
を
予
定
し

て
い
ま
す
。 

 

令
和
７
年
度 

 

平
和
パ
ネ
ル
展
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映 

 戦
後
８０
年
の
節
目
の
年
、
目
に
見
え
る
戦

争
の
痕
跡
は
年
々
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
21
世
紀
と
な
り
、
改
め
て
戦
争
の
傷

あ
と
、
悲
惨
さ
を
思
い
起
こ
す
契
機
と
な
る

こ
と
を
目
的
に
、
展
示
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
書
い
て
い
た
だ
け
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
ま

し
た
。 

  

〇
場
所 

 
 

役
場
１
階 

男
女
共
同
参
画
コ
ー
ナ
ー 

 
 
 
 

 
 
 

（
①
住
民
生
活
課
前
） 

 

〇
平
和
の
パ
ネ
ル
展 

 

内
容 

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ 

期
間 

８
月
８
日(

金)

～
１５
日(

金) 

 

  

〇
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映 

 
 

 
 

日
時 

８
月
１３
日(

水) 

 

 

令
和
７
年
度 

 

『
平
和
を
考
え
る
町
民
の
集
い
』 

 
 

映
画
上
映
会 

 ８
月
２４
日
、
ぷ
く
ぷ
く
ド
ー
ム
に
て
、 

「
平
和
を
考
え
る
町
民
の
集
い
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
日
は
平
和
な
世
界
を
願
い
、

映
画
「
硫
黄
島
か
ら
の
手
紙
」
を
上
映
し
ま

し
た
。 

 

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
、
一
人
で
悩
ま
な

い
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

い
っ
し
ょ
に
考
え
ま
す
。 

〇
日
時 

月
～
金(
祝
日
を
除
く) 

９
時
～
17
時 

〇
場
所 

す
こ
や
か
生
活
部 

人
権
男
女
共
同
社
会
室(

①
住
民
生
活
課
内) 

 
 

 

相
談
フ
ォ
ー
ム
に
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、
相

談
内
容
等
を
記
入
し
て
送
信
す
る
と
、
最
寄

り
の
法
務
局
か
ら
後
日
、
メ
ー
ル
、
電
話
又

は
面
接
に
よ
り
回
答
し
ま
す
。 

 
 

上
記
二
次
元
コ
ー
ド
を 

バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で 

読
み
込
ん
で
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 


